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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、治療期にある乳がん患者とそのこどもが共にサポートブックを用いた介入
プログラムに参加することで、どのような効果があるのかを明らかにすることである。介入1か月後に、母親とそのこ
どもが介入プログラムに参加し互いに影響し合うことを通じて、身体的、心理的、機能的、社会的側面において肯定的
な傾向がみられていた。乳がん患者への支援にこどもを含めて実施することは、有用であるとなると考えられた。また
、サポートブックを用いたことによって、こどもは母親に日頃言えない感謝のことばを伝えていたり、逆に母親も子ど
もに感謝のことばと互いの気持ちを伝え合う機会となっていた。

研究成果の概要（英文）：A month after the invention, a positive trend could be seen in physical, 
emotional, functional and social dimension through the fact that mother and child influenced each other 
as a result of participation in this intervention program. We considered that the support implementation 
for a breast cancer including their children is useful from these result of this research. Besides, using 
the support book gave mother and child joined this program a chance to communicate their feelings each 
other. For example, one child brought words of gratitude that usually he/she never tell (Thank you always 
for everything, please take care) to mother and on the contrary, mother sent the child the message of 
gratitude(It is really good that you(child) were born, I could try hard thanks to you).

研究分野： がん看護

キーワード： がん看護　親子のサポート

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 乳がんは、日本の女性のがん罹患率の

第１位である。そのような乳がん患者の心
理的適応に影響するものとして家族のコミ
ュニケーション機能が低いほど無力・絶望
が高いとの報告もある１）。また、われわれ
がこれまでに実施したがん患者への PIL テ
ストの結果、外来化学療法中の患者の生き
る意味を支える内容として「家族のために
生きたい」「子供が大きくなるまで」など、
家族、特に子供への思いががん患者の過
去・現在・未来の生を支えていることが明
らかとなった２）。小澤ら 3)が１８歳未満の
こどもをもつ乳がん患者とそのこどもを対
象に実施している研究では、母親ががんに
罹患することでこどもにとって、患者以上
の高い頻度でトラウマ体験となっており、
強いストレスを感じており、そして、母親
とこどもが双方にソーシャルサポートの享
受感が高いほど、こどもの情緒・行動上の
問題程度が低くなる傾向があるといわれて
いる。さらに、親のがん発病を知ったこど
もが、誤った自責の念や過度の不安を抱え
る例が報告されており、心のケアが課題と
なっている。しかし、がんを持つ親のこど
もへの介入に関する実態調査では、医療者
の 7割はこどもへの介入に肯定的だが、実
際には 9割が介入できていないとの報告も
ある。 
我々は、がん患者がこれからの治療を進

めたり自分の死に向き合うためにも、患者
とその家族（特に子供）への支援として、
音楽の力や親子での絵本の作成の活動を活
かせないかと考えた。 
患者とその家族が対話をしながら絵本を

作成するという経験が、互いの一瞬一瞬を
大切にするという機会となり、そのことを
通してお互いの存在についてふたたび考え
はじめるとのではないかと思われる。また、
これによって、辛い治療や死への不安を乗
り越えることができ、さらには近い将来訪
れるであろう親子の別れの時までを、より
豊かな経験へと意味づけることができるの
ではないかと考えた。そして、その事が結
果として死の受容やさらには家族へのグリ
ーフケアの支援ともなると考えた。 

 
２．研究の目的 
乳がん患者とその子供への生を支えるた

めの、親子のふれあいプログラムを開発す
ること。 
 

３．研究の方法 
 
  1）研究デザイン；介入研究。  
2）対象；こどもをもつ壮年期(20～50

歳代)の乳がん患者とその子ども。 
3)調査期間；平成 24 年 8 月～平成 28

年 3月。  

4)研究内容； 
①研究内容及び研究スケジュール･･･

親子への介入(90 分)；a.導入(10 分)。b.
親子でサポートブック、またはアートセ
ラピー実施(50 分)。(サポートブックに
出てこない質問で、お互いに聞いてみた
いことがあればお互いに聴きあい、サポ
ートブックの自由記載欄に書き込む。 
②データ分析方法；a. FACIT-sp 日本

語版、b. 『親子で対話を楽しもう』中の
対話を抽出し質的に分析を行う。 
 
４．研究成果 
１）平成 24 年度～27 年度に実施した治療
期にある乳がん患者とそのこどもが共にサ
ポートブックを用いた介入プログラムに参
加した親子は 30 組名であった。有効回答数
18 名の母親のうち、11 名の FACIT-sp の尺
度得点に改善がみられた。（図 1．2） 
２）本プログラム参加後の母親同士の対

話を分析した結果、本プログラムの参加を
通じて母親は〔病気体験に対する認識の拡
がり〕〔家族・周囲の人々からの支えを再認
識する〕〔こどもが成長する姿〕を感じてい
た。また、母親からみたこどもの変化は〔こ
どもが病院を受け入れていく姿勢〕〔母親の
身体を気遣う態度〕〔プログラムが楽しい思
い出となる〕であった。 
３）介入前後で STAI や FACIT-sp の尺度

得点の変化で悪化していた対象者が 2名い
たが、介入 1か月後のインタビューでは、
≪家族・周囲の人々や人生への思いを自己
内省し病気体験に前向きな態度≫≪同病者
との関わりを通して今ある生の大切さへの
気づき≫がみられていた。） 
４）サポートブックへの子どもの記述内

容と対話内容を分析した結果、記述内容の
特徴として【親への思いやりの気持ち】【日
常の親の姿】【子どもにとって心に残る出来
事】の 3つのカテゴリーが、また対話内容
の特徴として《子どもの発達段階に応じた
回答手段の特徴》《子どもなりに楽しんでい
る様子》《親子で会話を楽しむ》などの 6
つのカテゴリーが抽出された。 
５）母親のサポートブックにおける記述

内容の特徴として、【子どもの良いところを
認める】【子ども・家族への感謝の気持ち】
など 7つのカテゴリーと，親子の対話の特
徴を表す〖回答をきっかけに会話を楽しん
でいる〗〖子どもが思う意外な親の姿を発
見する〗など 9 つのカテゴリーが抽出され
た． 

親子で一緒にサポートブックを作成す
ることの効果として，親子が直接思いを伝
え合うことにより親子に良い相互作用が働
くこと，早期からの緩和ケアに繋がること
が示唆された． 
 ６）母親同士の対話の特徴 
本企画の最後に、母親だけの対話を実施し
た。その内容を分析した結果が表 1である。 



こどもを持つ母親同士の対話の特徴とし
て、≪治療・検査に伴う影響≫≪がん罹患
による生活上の悩み≫≪がん発病後の子ど
もの様子≫≪周囲のがん理解への戸惑い≫
≪周囲から受けたサポートの思い≫≪前向
きに生きる姿勢≫など 6カテゴリーがあっ
た。特に子どもに関する話しや子どもや夫
からのサポートに関するないように花が咲
いているという特徴が見られていた。 
７）今後の課題 
今回はがん体験の母親とその子どもを同

時に支援する手だてとして、サポートブッ
クや、音楽療法、アートセラピーなどを取
り入れてその効果を見た。参加してくださ
った母親とその子ども全員が「楽しかった」
「また来たい」とおっしゃってくださった。
しかし、サポートブックは一度作成するこ
とによって、完成され、次回に同じ内容を
企画としており入れることは難しい。今後、
リピーターへの支援をする場合、親も子ど
もも参加したいと思えるプログラムの検討
が課題である。 
また、病院の理解を得て、参加者を募る

場合、本来ならば病院での開催が費用の面
からも、交通の面からも妥当と思われたが。
しかし、総合病院での開催を検討した際、
参加者が集まらない状況であった。開催の
場を病院からこども図書館や病院外の会館
に変更することで、参加者が増え、参加者
の親から「病院での開催でないから子ども
を誘いやすかった」などの言葉があった。
初回の開催では、乳腺クリニックに通う親
だけを対象としたため、はじめは躊躇して
いた子どもも、参加後にクリニックの前を
通る際、「ここはお母さんが通っている病院
だね」と話し、病院への恐怖感がとれたと
いうこともあったが。しかし、まだまだ、
幼少の子どもにとって総合病院は「怖いと
ころ」という認識が強く、がん体験者の親
とその子どもを一緒にサポートする場合の
場の設定やそれに伴う費用の問題が今後の
課題である。 
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図１ 介入前後の感情（EWB）の変化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 介入前後のスピリチュアルの変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表１サポート介入後の母親同士の対話内容 
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カテゴリー サブカテゴリー
1．治療・検査に伴う影響 1-①治療・検査に伴う身体的な苦痛

1-②治療法の意思決定への戸惑い
1-③治療に伴う容姿の変化

2．がん罹患による生活上の悩
み

2-①子育て•家事の困難さ
2-②仕事復帰への戸惑い
2-③治療継続の負担感

3．がん発病後の子どもの様子 3-①子どものがん理解
3-②入院・治療に伴う子どもの様子

4．周囲のがん理解への戸惑い 4-①夫の理解不足
4-②他者のがん認識への違和感
4-③病名が地域に広まることへの不安

5．周囲から受けたサポートへ
の思い

5-①がん体験者同士のサポート
5-②夫からのサポート
5-③子どもからの気遣い

6．前向きに生きる姿勢 6-①辛さにとらわれず今の時間を楽しむ
6-②他者の力になりたいと思う
6-③がんであることを周囲に伝え生きる
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